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第１回第２期豊川市スポーツ振興計画（仮称）策定委員会 議事概要 

 

■日 時 平成３１年４月２６日（金）午前９時３０分～１０時４０分 

■場 所 音羽文化ホール 大会議室 

■出席委員 豊川市体育協会 理事長 浅野 博徳 

豊川市スポーツ少年団 本部長 関口 龍一 

豊川市体育振興会連絡協議会 会長 小川 豊次 

豊川市スポーツ推進委員会 委員長 柴田 功己 

豊川市立小中学校長会 会長 小野 清隆 

元豊川市立南部中学校 校長 伊藤 博之 

総合型地域スポーツクラブわすぽ一宮 会長 荻野 宏子 

豊川市社会福祉協議会 地域福祉課長 小林 弘行 

豊川市体育協会 事務局長 北国 太郎 

豊川市スポーツ推進委員会 副委員長 神谷 美也子 

■欠席委員 なし 

 

■会議要旨 

  

１．あいさつ 

原田教育部長   

 

２．自己紹介 

 各委員より自己紹介が行われた。 

 

３．議題 

（１）策定委員会の設置及び正副委員長の選出について 

事務局  議題について要綱に基づき説明。 

正副委員長について自薦他薦を問わず､引き受けてくれる方はいる

か｡ 

北国委員  事務局案があれば、提案していただきたい。 

事務局  委員長には、学識経験者として選出されており、元豊川市立南部中

学校長で、現在は豊川陸上競技協会会長も務めており、教育・スポー

ツの分野で造詣の深い伊藤博之氏、副委員長には、スポーツ推進委員

会委員長として長きにわたり地域スポーツの振興に取り組まれている

柴田功己氏にお願いしたいと思う。 

（一同拍手にて承認） 
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伊藤委員長  第２期豊川市スポーツ振興計画は、これからの１０年間、豊川市民

がスポーツに親しんだり、健康増進や競技力の向上を図っていく大切

な計画である。また、小中学校においては、先生方の働き方改革とい

うことで、これまで学校に頼っていた部活動等についても地域型に移

行していくことになると思う。内容が多岐にわたるが審議をよろしく

お願いしたい。 

柴田副委員長  委員長のサポートができるように力を尽くしていきたいと思う。 

 

（２）策定趣旨等について 

事務局 

伊藤委員長 

 資料に基づき説明。 

事務局の説明に質問や意見はあるか。 

ないようであれば、事務局の説明にあった策定趣旨を踏まえ、

策定スケジュールに基づき進めていくということでよいか。 

   

（一同承認） 

（３）豊川市のスポーツに関する市民意識調査について 

事務局 

伊藤委員長 

 

 

 資料に基づき説明。 

事務局の説明に質問や意見はあるか。 

事務局の説明にあったとおり、豊川市のスポーツに関する市民意識

調査を実施していくということでよいか。 

   

（一同承認） 

 

（４）小・中学生の運動・スポーツ活動に関するアンケート調査について 

事務局 

伊藤委員長 

小野委員 

 

 資料に基づき説明。 

事務局の説明に質問や意見はあるか。 

「放課」から「休けい」へとアンケートの文言が変わるということ

だが、普段子ども達は「休けい」という言葉を使わないので、カッコ

書きでもよいので「放課」という言葉を入れた方がよい。 

伊藤委員長 

小川委員 

  全体をとおして、意見や質問はあるか。 

「食」と「スポーツ」は関連があると思うので、「食事」と「スポーツ」

を関連させた設問を設けた方がよいと思う。 

事務局  委員長と相談の上、新たに設問を追加したいと思う。 

小野委員  学校の部活動が大幅に変化している時期である。部活動の状況は学

校によっても異なっている。また、部活動の時間も減少しているので、
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アンケートを取ると様々な数字が低下する可能性がある。中学校では、

土日の練習はどちらかだけということになっている。小学校はさらに

極端で、学校によっては部活動を止めようという学校もある。そうし

たこともご理解いただいたうえで、アンケートを実施してほしいと思

う。 

事務局  部活動については非常に気にしている。教員の多忙化解消も必要で

あるため、そのことと逆行しないようにスポーツ振興計画も策定しな

ければならないと思う。アンケートの結果は結果として受け止めるが、

部活動も縮小する中で子ども達のスポーツをする機会をどのようにつ

くっていくかは、また別のところで設定していきたいと思う。地域で

子ども達を受け入れることが非常に重要になってくると思うので、計

画策定の過程でその方策を考えていきたいと思う。 

関口委員  計画の中で「みるスポーツ」がある。サッカーなどでも高齢の方で

みに来ている人が多いのだが、みる環境が整っていないと思う。立派

なスタンドがある施設はあまりなく、赤塚山公園では金網の外からで

みにくい。みる環境についての配慮をしていただけると、高齢者の方

もスポーツに参画する機会は増えていくと思う。 

事務局  これまで「する・みる・支えるスポーツ」を柱に取組を行ってきた

が、４つ目の柱として施設整備も重要であると思う。「みるスポーツ」

との関連で施設整備も進めていかなければならないと思う。計画策定

のなかで「施設に観覧席を設ける」といったことを反映して、幅広い

年代の人がスポーツに親しめる環境をつくっていきたい。「するスポー

ツ」だけでなく、「みるスポーツ」も重要であると考えている。 

   

５．その他     （各種事務連絡） 


